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平素より市立吹田市民病院だよりをご愛読いただきありがとうございます。ご意見がございましたら市立吹田市民病院までご連絡ください。

新病院情報

当院には多職種からなる糖尿病チームがあります。今回は糖尿病チー
ム医師・管理栄養士・看護師・理学療法士がそれぞれの立場からお話を
します。

平成28年度の国民健康栄養調査では「糖尿病が強く疑われる者」が
初めて1000万人を超えました（右図）。糖尿病の方の中で、肥満者
(BMI≧25kg/m2)の割合は男性31.3%、女性20.6%で、肥満が一定
の割合で糖尿病に寄与しています。しかし、日本では欧米と違い、非
肥満の糖尿病の方も相当数います。

糖尿病を減らす手段として、食事療法は欠かせません。糖尿病の方に対する食事は、一般的に摂取カロリー
の上限を設け、上限をこえないようにバランス良く食事を摂るという「カロリー制限」がメインです。ただ
し、日本人に多い非肥満の方は、カロリー制限食では血糖コントロールが良くならないことがあります。
それに代わるのが「糖質制限」です。血糖値を上昇させる栄養素は糖質です。糖質を控えることで血糖コン
トロールはよくなり、さらに肥満の予防にもなります。また、たんぱく質、脂質を摂ることができるので、満
腹になるまで食事ができます。ただし、糖質制限食は全ての糖尿病の方に施行できません。
例えば、糖尿病合併症の1つ、腎症が進行している方の場合、たんぱく質の摂取量増加は、腎臓での負担が増
加し、腎症が悪化する可能性が指摘されています。また慢性膵炎の方では、脂質の消化がうまくいかないた
め、脂質の摂取量が増えてしまうと下痢を起こしてしまいます。
このように、すべての糖尿病の方に積極的に進められる食事療法ではありませんが、合併症を生じていない
方には、血糖コントロール、体重コントロールのどちらの面でも極めて有用と考えられます。
当院では、この糖質制限食の適応があると考えられる症例には積極的に指導を行っています。また、短期入
院して頂き、当院の糖質制限食を実際に食べて頂くことができますので、お気軽にご相談ください。

知っておきたい  糖尿病のこと

1. 増える糖尿病患者

2. 糖尿病の食事療法

市立吹田市民病院は現在の吹田市片山町から平成
30年度秋にJR岸辺駅前にできる「北大阪健康医療
都市（愛称：健都）」に移転します。
現在は病院本体（地上8階建て）の６階・7階の工
事を進めています。また病院の周囲に完成予想図の
パネルを設置しております。近くにお立ち寄りの際
には一度ご覧ください。
今後も新病院の建築状況をお知らせいたします。

－なぜ市民病院に就職したのですか。
　学生時代、市民病院で実習をしました。面倒見が良
い先輩が多く、ここで働きたいと思い就職しました。

－どのようなお仕事ですか。
　病気をされて機能障害があった患者さまが一日でも
早く復帰できるようにリハビリテーションを通してお
手伝いしています。呼吸器リハビリなどにも力を入れ
ています。

－新しい市民病院に何を期待しますか。
　リハビリテーション室は広くなり、より多くの患者
さまを受け入れるようになるので、一生懸命がんばり
ます。

－新しい病院では、病気がある程度落ち着いた後のリ
ハビリテーション機能（回復期）の充実を基本方針
としています。
　若手職員が多く、活力溢れるリハビリテーション科
にご期待ください。

市民病院を支える
－職員紹介－人

市民病院を支え、がんばって働く職員を紹介します。

第4回：リハビリテーション科
　　　　　　　　理学療法士　亀甲係員

糖尿病委員会

内分泌・代謝内科部長  火伏　俊之

ブドウ糖が血液の中に増えすぎてしまう病気。血糖値が高くな
り、インスリンが十分に作用しないために起こります。
放っておけば合併症を引き起こすため、症状のないときからの治
療が必要です。

そもそも糖尿病とは…

「糖尿病が強く疑われる者」「糖尿病の可能性を否定できない者」の
推計人数の年次推移

合併症：
　動脈硬化性疾患
　（心筋梗塞・脳卒中）
　網膜症・腎症・
　神経障害・足病変

食べ過ぎ
飲み過ぎ

ストレス
運動不足

血液中にブドウ糖が
増加する（高血糖）

インスリンが
不足する

糖尿病

→糖質制限食については次ページをご覧ください。

平成29年11月17日
（金）、院内において消
防訓練を行いました。
夜間に病棟で火災が発
生したという想定で、医

当院では、患者さまの誤認防止の
ため、その都度お名前の確認をさせ
て頂きます。
万一、間違
いが起きると
大きな事故に
つながること
もあります。
ご理解・ご
協力をお願い
致します。

患者さま側から
お名前をお伝えください。

平成29年度 消防訓練を実施しました

師・看護師・コメディカル・事務職が参
加しました。
万が一に備え参加者は自らの役割につい

て真剣に行動していました。また実際に消
火器を使った訓練も同日に行われました。
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食品の3大栄養素はたんぱく質・脂質・糖質です。栄養素の中で血糖の上昇に関
係するものは糖質だけです。この糖質を制限し、血糖値の上昇を抑えるのが糖質
制限食です。　
食品により含まれる糖質の量は異なりますので表示を確認する際は炭水化物の
量ではなく、糖質の量が重要です（右図）。糖質以外は血糖を上昇させません。
なので、脂質やたんぱく質には制限がありません。よって食品のカロリーを考え
る必要はありません。

当院では、外来通院されている患者さまが、安心して生活していただけるよう、認定看護師・療養指導士
をはじめとした、専門的な知識を持つ看護師が専門外来を開設しております。

糖質をほとんど摂取しない方法もありますが当院では極端な制限ではなく、や
やマイルドな1食糖質40ｇ以内の制限をお勧めしています。
これは１食でご飯半膳（糖質25ｇ）を基本とし、おかず（糖質15ｇ）と合わせ
て1食糖質40ｇ以内にします。下記の食事例を参考に糖質を摂り過ぎない食事に
チャレンジしてみてはいかがでしょうか。糖質を制限することを気にしすぎると
低栄養になることがあります。脂質やたんぱく質はカロリーを気にせず摂って下
さい。特に唐揚げは衣が薄く、たんぱく質と油が中心ですので糖質制限にはむい
ています。一番糖質が多いものはスイーツ、菓子パンや甘い飲み物ですのでこれ
らは控えます。春雨や芋類、かぼちゃ、コーンなど、意外なものでは野菜ジュー
スにも糖質（100mlで糖質6g程）が含まれていますので気をつけましょう。

3. 注意すべきはカロリー？糖質？ ～糖質制限の実際～

栄養部参事 南野　幸生

4. 糖尿病の患者さまとご家族をサポート

療養指導外来
（完全予約制）

フットケア外来（完全予約制）

糖尿病療養指導士 木下　珠代

今年の10月にスポーツ庁が「歩きやすい服装」での通勤を推奨しまし
た。具体的にはスニーカーや通気性の良いスーツでの通勤を想定し、通勤
時の歩行の推進を通じて健康増進を目指す政策のようです。
運動は実践した方が良いことは広く知られています。運動療法は糖尿病
治療の一つで、血糖値、血圧、肥満、サルコペニア・フレイル（筋肉量の
減少）、脂質異常症、骨粗そう症などの身体機能改善効果に加えて、認知
症の低減や気分転換、ストレス解消などの効果も認められています。
運動の効果は、筋肉へ血液中のブドウ糖が取り込まれ血糖値が下がる急
性効果があります。また、慢性効果としては、筋量の増大や糖を細胞に取
り込むための糖輸送担体4（GLUT4）の増加による筋肉への糖取り込み能
力の改善があります。
推奨される運動療法は「できるだけ毎日少なくとも週に3-5回、強度は中等度の有酸素運動を20～60分間
行い、週に150分以上実施する、週に2～3回はレジスタンストレーニング（筋力トレーニング）を同時に行
うこと」とされています。
しかし、運動の継続を難しく感じる方は多く、運動療法を続ける方は半分にも満たないと言われていま
す。これに対して、近年、運動は「身体活動」という概念に置き換えられ、1日あたりの総エネルギーのうち
運動以外の身体活動に起因するエネルギー消費量は25～30％と多く、厚生労働省も今より10分多く体を動か
す「＋10（プラステン）」を提案しています。日常生活の中でも、階段の使用や床磨きや風呂そうじ、冒頭
で述べたスニーカー通勤など、身体活動を増やすチャンスは多くありますので、できる範囲で実践してみま
しょう。

5. 体を動かして血糖値を下げ、糖を取り込む体を作ろう。 ～糖尿病と運動療法～

リハビリテーション室 奥川　和幸

糖質制限食の基本は次の3つです。
1.　糖質を減らす（糖質の摂取量＝血糖上昇）
2.　カロリーは考えない（カロリー≠血糖上昇）
3.　1日3食、しっかりと食べる

【1日の糖質量：70ｇ～130ｇ以内】【1日の糖質量：70ｇ～130ｇ以内】

糖質量の目安糖質量の目安

糖質：20～40ｇ

パン6枚切り１枚
目玉焼き1個
チーズ　サラダ
豆乳

ご飯（半膳）
唐揚げ
湯豆腐
ごま和え

ご飯75ｇ（半膳）
エビフライ
きのこのソテー
豆腐の味噌汁

みかん１個

糖質：20～40ｇ 糖質：20～40ｇ 糖質：10ｇ

（例）

ご飯（普通盛り1杯）
150ｇ

ご飯（普通盛り1杯）
150ｇ

食パン 6枚切り
60ｇ

食パン 6枚切り
60ｇ

りんご1個
210ｇ

りんご1個
210ｇ

さつま芋1本
180ｇ

さつま芋1本
180ｇ

どら焼き
1個90ｇ
どら焼き
1個90ｇ

糖質 55.2ｇ糖質 55.2ｇ

糖質 26.6ｇ糖質 26.6ｇ

糖質 29.7ｇ糖質 29.7ｇ

糖質 53.4ｇ糖質 53.4ｇ

糖質 50.0ｇ糖質 50.0ｇ

10分多く
体を動かす

インスリン注射や血糖測
定の方法、日常生活での
不安や疑問点のご相談を
行っております。

外来日
毎月第２、３金曜日(午後)

透析予防外来
（完全予約制）

合併症である腎症２期以
上の方には、進行を防ぐ
ために一緒に考えて、支
援いたしております。

外来日
毎月第２、３金曜日(午前)

糖尿病の方の神経障害のチェッ
ク、自宅での足の清潔の保ち方、
観察方法、靴下や、靴の選び方を
お伝えしたり、目が見にくかった
り、手が届かず、爪切りが出来な
い方へのケアも行っております。

外来日
毎月第１週目水曜日(午後)

糖尿病教室

医師・栄養士・看護師・薬剤師が日替
わりで指導を行っております。木曜日
はカンバセーションマップを導入しま
した。カンバーセーションマップと
は、患者・家族、医療者が会話を通し
共に学び合っていく、新しい形の学習
教材です。（右写真）
開催日
毎週火曜・水曜・木曜(午後)


